
人材育成（サポーター養成講座・地域アドバイザー業務等） 事業開始年度

福岡県 鞍手町 生活支援体制整備事業 令和2年度

福岡県 宗像市 地域介護予防活動支援事業 令和2年度

熊本県 熊本市 地域介護予防活動支援事業 令和３年度

福岡県 糸島市 サポーター養成講座 平成28年度

福岡県 筑前町 生活支援体制整備事業 令和元年度

佐賀県 江北町 生活支援体制整備事業 令和2年度

福岡県 岡垣町 地域介護予防活動支援事業 令和7年度

福岡県 桂川町 生活支援体制整備事業／地域資源マッチングシステム試行 令和7年度

福岡県 遠賀町 生活支援体制整備事業 令和7年度

脳若トレーニング（評価事業含む）
福岡県 豊前市 介護予防普及啓発事業 平成27年度

山口県 下関市 オンライン介護予防教室（タブレット貸与型） 令和5年度

福岡県 桂川町 介護予防普及啓発事業 平成27年度

福岡県 筑前町 介護予防普及啓発事業 令和元年度

福岡県 新宮町 一般介護予防事業 平成24年度

佐賀県 吉野ヶ里町 認知症地域ケア向上事業 令和元年度

神奈川県 湯河原町 脳若トレーニング 令和7年度

その他

福岡県 筑前町 認知症サポーター活動促進事業
（チームオレンジ立上げ：R８年3月正式発足 筑前町チームオレンジ桜） 令和5年度

千葉県 白子町 介護予防サポートリーダー支援に係るソーシャルメディア運用業務 令和5年度

群馬県 邑楽町 デジタルデバイド解消事業構築事業 令和6年度

熊本県 熊本市
内閣府
「多世代参画による地域活力プラットフォーム構築調査事業」採択
事業名 熊本市 多世代おたがいさまネットワーク事業

令和7年度

令和7年度 活動報告
講演会・主なセミナー実績

主な活動実績

R7年8月5日  福岡県宗像市（高齢者支援課主催）介護予防セミナー
R7年8月21日 福岡県岡垣町（介護福祉課主催）介護予防セミナー
R7年9月4日  福岡県桂川町（健康福祉課主催）介護予防セミナー
R7年9月11日 福岡県遠賀町（福祉課主催）スマホを活用した地域活動セミナー
R7年9月16日 千葉県白子町（健康福祉課主催）介護予防研修会・講演
R7年9月17日 千葉県銚子市（銚子大洋自動車教習所主催）脳若トレーニング10周年記念講演
R7年10月29日 内閣府主催 高齢社会フォーラム in 熊本（熊本城ホール）登壇
R7年12月3日 熊本県熊本市（ウイングスクール主催）研修会
R8年3月4日  内閣府主催シンポジウム「多世代参画で広がる地域の未来 ～
   「ごちゃまぜ」のつながりを通じて～」パネリスト登壇（紀尾井カンファレンス）
R8年3月14日 福岡県遠賀町（社会福祉協議会主催）おんサポ全体大会



主な活動内容

【福岡県 筑前町】
筑前町社協と協働し協議体運営を継続。
R8年3月9日チームオレンジ正式立上げを実現。
【福岡県 宗像市】
「ゆめクラブ応援団」を養成講座の出口とし各
リージョン展開、R7年度7期生まで出揃う。
通いの場の創出を狙う実践へシフト。
【福岡県 鞍手町】
通いの場等での介護予防サポートリーダーの活
動支援。ポイント事業活用でサポートリーダー
の活動継続支援。
【佐賀県 江北町】
へそのまちお助けサポーターの情報共有の場と
してのICT活用。生活支援のマッチング（主に買
い物支援）はLINE脳若365自治体運用版を活用。
（継続5年目）
【千葉県 白子町】
健康福祉課・社協と連携しICTを活用した地域活
動を支援。住民へのLINE配信を継続、9月に介
護予防研修会・講演を実施。
【群馬県 邑楽町】
デジタルデバイド解消事業構築事業として町の
介護予防サポーター・チームオレンジ等の地域
資源を見える化。

【熊本市 介護予防サポーター事業/内閣府多世代参画による地域活力プラットフォー
ム構築調査事業（熊本市 多世代おたがいさまネットワーク構築）】
熊本市介護予防サポーターは毎年養成講座を開催し、現在519名の登録者が存在する。

令和7年度は109名の新規登録、フォローアップ講座を市内全5区で開催し延べ75名が受講。
LINE脳若365登録325名、マッチングシステム登録者191名に到達。
「ちょっとよかろかポスト」によりニーズが可視化され、通いの場支援等地域課題解決に結びつ
いている。さらにR7年度は内閣府事業採択により企業（日本郵便・ローソン）・教育機関（熊本
歯科技術専門学校）等とのモザイク型マッチングを展開。10/29内閣府高齢社会フォーラム（熊
本城ホール）、R8年3/4内閣府主催シンポジウム（紀尾井カンファレンス）パネリスト登壇によ
り、取組みを全国へ発信。

【LINE公式アカウント脳若365 自治体運用版】
地域住民の自らの介護予防および介護予防サポーター、サポートリーダー等のボランティアによる「通いの場」の運営と活性化、
買い物支援等生活支援のマッチング、知っ得マップによる地域資源の見える化等、地域の実情にあわせた活動支援は、経
験豊かな当会スタッフによる定例会開催支援、担当者ミーティング、研修会開催などを通じて計画・実施され、地域包括支
援センターや社会福祉協議会と連携しながら、高齢者の主体的な社会参加促進と生活支援の充実を目指しています。

＜研究事業＞
令和7年度、当法人は介護予防・地域ケアの実践活動と並行し、研究事業を本格化させた。脳若365およびモザ
イク型マッチング手法に関する研究成果を、国内外の学術会議・学術誌に発表し、科学的エビデンスに基づく
プログラムとしての位置づけを確立した。
1. 国際老年学技術学会（ISG）『Gerontechnology』掲載

早朝のメッセージ配信による高齢者の社会参加促進効果を実証し、脳若365からのメッセージが科学的エ
ビデンスに基づいたプログラムであることが位置づけられた。

2. ウェルビーイング学会学術誌 査読掲載
熊本市介護予防サポーター育成事業とマッチングシステムの実証研究。講座とICT支援の組み合わせが受
講者の意識・行動・心理に与える影響を Random Forest 解析で明らかにした。

3. 第4回ウェルビーイング学会学術大会（直島）発表「学生と高齢者の『シーズ』を最適化するモザイク型
マッチングの構築—『おたがいさま』プラットフォームの実装に向けた多世代意識調査—」

4. 国際老年学技術学会 ISG2026（カナダ・バンクーバー）発表
「ISO規格に基づく地域ウェルビーイングの定義とAgeTechによる社会実装のフレームワーク」を発表。
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